
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に昨

年
４
月
に
発
足
し
、
1
0月
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
財
松
戸
市
福
祉
公
社
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
利
用
会
員
と
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
協
力
会
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
約
百
人
と
五
百
人
に
増
え
ま
し
た
。

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
が
、
家
事

か
ら
介
護
ま
で
、
気
軽
に
頼
め
る
便
利
さ

が
好
評
で
す
（
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
は
有

料
で
す
）
。

福
祉
公
社
は
、
在
宅
の
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
人
の
、
助
け
合
い
と
ふ
れ
合
い

を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

固
劒
松
戸
市
福
祉
公
社
容
6
8－
2
9
4
1

番

（右）堀野正子さん（利用会員）「主に掃除

をお願いしています。きれいに片づき、とて

も助かつています」

（左）斎藤美枝子さん（協力会員）「私がで

きるのは週２～３回ですが、喜んでもらえる

活動なので、やりがいがあります」

松
戸
の

舂
を
彩
る
桜
ま
つ

り

が
、
市
内
の
三
会
場
で
行
わ
れ

ま
す
。
友
達
や
家
族
と
一
緒
に

、
桜

色
の
舂
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん

か

。
と

き

わ

平

桜

ま

つ

り

日

時
…
４

月
８

日

出
正

午

～
午

後
８

時
、
９
日
面

午
前
1
0

時
～
午
後
７

時
桜色の春を実感

市内三会場で桜まつり

会

場
・
＝
新
京

成

線

八
柱

駅

か

ら

五

香

駅
ま

で
（
さ

く
ら

通

り

）

内

容
・：

各
種

パ

ビ

・Ｉ・
ド
な

ど

固

と

き

わ
平

桜

ま
つ

り
実

行

委

員

会

事

務
局

・
岸

本

容
8
7－
4

1
3
1

番

六

実

桜

ま

つ

り

日

時

…
４

月

８

日

出

・
９

日

㈲

午

前
９

時
～

午

後
６

時

会

場

上

（

実

さ
く

ら

通

り

内

容
：
書

楽
パ

レ

ー

ド

・
山

車
（
だ

し

）
・
み

こ

し

行

列
な

ど

固

六

実

連

合

町
会

・
富

擇

登
8
7

－
5
6
4
0

番

八

柱

さ

く

ら

祭

り

日

時
・
：
４

月
８

日

出

〔
雨
天

の

場

合

は
９

日
収

〕

午

剪

Ｈ

時

～

午
後
４

時

会

帶

：
新

京

成

線
八

柱

駅

前

Ｖ

‐
タ

リ

ー

か
ら

桜

橋

ま
で

内

容
：
ク

ラ

ス

バ

ン

ド

演

奏

、
鼓

笛

隊

パ

ビ
・
Ｉ・
ド

な

ど

固

八

柱

さ

く

ら

祭
り

実

行

委

員

会

・
三

好

登
8
5－
0
3
0
3

番

交 通 規 制 と お 願 い

※いずれの 会場も、 期間中

は歩行者 天国内 で交通規

制を実 施し ます。

※駐車場はあり ません。周

辺一帯は 駐車禁 止ですの

で、電 車や バスでおいで

く ださい。

※ご みは各自 持ち帰つてく

ださい。

八柱さ くら祭り

犲松戸市

福祉公社



より開かれた市政を目指し、市民の皆さんの請求に応

じて市が持っている公文書を開示する公文書公開制度

が、４月１日からスタートします。

この制度を利用するときの手続きについてお知らせし

ます。

４月

公
文
書
公
開
制
度
の
概
要

制
度
を
実
施
す
る
機
関
…
市
の

す
べ
て
の
機
関
（
市
長
・
教
育
委

員
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
公
平

委
員
会
・
監
査
委
員
・

農
業
委
員

会
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
・

水
道
事
業
管
理
者
・
扼
院
事
業
管

理
者
・
消
防
長
・
議
会
）

開
示
請
求
が
で
き
る
人
・：
①
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
②
市
内
に
事

業
所
等
を
持
つ
人
（
法
人
・
そ
の

他
の
団
体
も
含
む
）
③
市
内
在
勤

の
人
④
市
内
在
学
の
人
⑤
実
施
機

関
が
行
う
事
務
事
業
に
正
当
な
利

害
関
係
が
あ
る
人

こ

れ
ら
に
該
当
し
な
い
人
か
ら

開
示
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
も

こ

れ
に
応
じ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

開
示
で

き
る
公
文
書
・：
平
成
６

年
４

月
１
日
以
降
に
、
実
施
機
関

公文書公開制度スタート

請求や相談は公文書公開コーナーで

の
職
員
が
職
務
上
作
成
し

、
ま
た

は
取
得
し

た
文

書
・
図
面
・
写
真
・

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で

、
決
裁
や

供
覧
な
ど
の

必
要
な
手
続
き
が
終

了
し
、
実
施
機
関
が
管
理
し
て
い

る
す
べ
て

の
公
文
書
で

す
。

た
だ
し
、
法
令
等
で

開
示
で
き

な
い
と
さ
れ
て
い
る
情
報
や
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情

報
、
行
政
執
行
上
支
障
が
あ
る
情

報
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
る
公

文

書
は
開
示
の
請
求
に
応
じ
ら
れ
な

い

も
の
も
あ
り

ま
す
。

受
付
時
間
は
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で

す
。

開
示
の

請
求
：
公

文
書
公
開
コ

ー
ナ
ー
に
備
え
付
け
の

請
求
書
に

記
入
し

、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
電
話
や
口
頭
で
の
請

求
は
で

き
ま
せ
ん
。

開
示
の
決
定
・：
実
施
機
関
は
請

求
書
を
受
理
し
た
日
の

翌
日
か
ら

二
十
日
以
内

（
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
と
き
は
六
十
日
以
内
）

に
、
開
示
の
可
否
を
決
定
し

、
決

定
通
知
書
で

通
知
し
ま
す
。
決
定

通
知
期
間
を
延
長
す
る
場
合
や
、

開
示
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
理

由
も
明
記
し

ま
す
。

開
示
の
方
法
・：
決
定
通
知
書
で

お
知
ら
せ
し

た
日
時
・
場
所
で
公

文
書
（
原
本
の
写
し
を
含
む
）
の

閲
覧
、
ま
た
は

、
そ
の
写
し

を
と

る
こ

と
が
で

き
ま
す
。

費
用
…
請
求
か
ら
開
示
ま
で
す

べ
て
無
料
で

す
。
た
だ
し
、
公
文

書
の
写
し
（
コ

ピ
士

の
交
付
や

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
そ
の
実

費
を
い
た
だ
き
ま
す
（
コ

ピ
ー
代

は
Ａ
３
版
ま
で
一
枚
二
十
円
で
言

。

職員が請求する公文書を特定するためのお手伝いをします

決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
・：

行
政
不
服
審
査
法
に
よ
り
、
決
定

通
知
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
日
か

ら
六
十
日
以
内
に
「
異
議
申
立
て
」

を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
所
定

の
異
議
申
立
て

書
に
記
入
し
、
窓

口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
異
議

串
立
て

が
あ
っ
た
場
合

、
実
施
機

平成 ７年度

集合畜犬登録
狂犬病予防注射

関
で
は
、
異
議
申
立
て

が
不
適
法

で
あ
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
公
正

な
判
断
を
行
う
た
め
、
学
識
経
験

者
等
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
「
松

戸
市
公
文
書
公
開
審
査
会
」
に
意

見
を
求
め
、
そ
の
答
申
を
尊
重
し

て

、
異
議
申
立
て
に

対
す
る
決
定

を
行
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
も
改
正

公
文
書
公
開
制
度
の
ス
タ

ー
ト

に
あ
わ
せ

、
個
人
情
報
保
護
制
度

も
一
部
改
正
さ
れ
、
次
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た

。

開
示
の
請
求
が
で
き
る
人
：
南

の
機
関
が
保
管
し
て
い

る
個
人
情

報
の
記
録
の
対
象
者
は
、
だ
れ
で

も
自
己
情
報
（
個
人
情
報
の
記
録

の
対
象
者
本
人
の
個
人
情
報
）
の

開
示
を
請
求
で
き
ま
す
。

開
示
で
き
る
個
人
情
報
：
公

文

書
お
よ
び
磁
気
テ

ー
プ
等
に
記
録

さ
れ
て
い

る
自
己
情
報
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

開
示
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

①
法
令
等
で

非
公
開
と
さ
れ
て
い

る
も
の
②
個
人
の
評
価
・
診
断
・

判
定
・
相
談
・
選
考
に

関
す
る
も

の
で
、
本
人
に
知
ら
せ
な
い
こ

と

が
正
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

③
開

示

す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
の
機
関

の
公
正
ま
た
は
適
正
な
行
政
執
行

を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

④

公
益
上
必
要
が
あ
る
と
、
市
長
が

松
戸
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の

意
見
を
聴
い
て

認
め
た
も
の

開
示
の
請
求
か
ら
開
示
ま
で
…

受
付
窓
口
や
手

続
き
に
つ
い
て
は

公

文
書
公
開
制
度
と
同
様
で
す
。

醴
公

文

書
公

開
制

度
＝

文
書

課

個
人

情
報
保
護
制
度
＝
事
務
管
理

課

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い
犬

は
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が

必
要
で

す
。
平
成
７

年
度
集
合
畜

犬
登
録
・
狂
犬

病
予
防
注
射
を
左

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

費
用
上
（

千
円

寮
午
前
中
が
雨
天
に
よ
り
中
止
の

場
合
は
、
午

後
も
中
止
で
す

。

※
実
施
日

、
延
期
日
、
再
延
期
日

が
す
べ
て
雨
天
中
止
の

場
合
は

以
後
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
が
責
任

を
持
っ
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
が
年
一
回
か
ら
生
涯

一
回
に

狂
犬
病
予
防
法
の
一

部
改
正
に

よ
り
、
犬
の
登
録
は
毎

年
一
回
か

ら
生
涯
一
回
に
な
り
ま
す

。

今
年
４
月
１
日
以

降
に
登
録
す

れ
ば
、
そ
の
後
は
登
録
の
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
従

来
ど
お
り
毎
年
一
回
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

茴
生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

集
合
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表

茫４ 茫４
冖
０刀

團

４ ｒ
Ｄ２／

㈲

４ 名
図
４ ０２／

㈲

４ Ｑｕ爿

困

４ 只
）
１／

関

４ 冖
０１／

臼

４ ４爿
窗

４ Ｑ
｝
刈

附

４ 癶／
』
刈

伽

４ １爿
㈲

４ 実
施
日

新
松
戸
中
央
公
園
（
新
松
戸
６
丁
目
）

六
実
支
所

宍
高
台
３
丁
目
）

北
仲
町
公
園
（
仲
井
町
１
丁
目
）

相
川
公
園
（
西
馬
橋
相
川
叨
）

平
潟
公
園
（
松
戸
）

栄
町
第
１
公
園
（
栄
町
６
丁
目
）

新
松
戸
南
公
園
（
新
松
戸
南
２
丁
目
）

栄
町
西
３
丁
目
こ
ど
も
の
遊
び
裾

東
部
ス
ポ
ｊ
ツ
パ
ー
ク
正
門
（
高
塚
新
田
）

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院
（
高
塚
新
田
）

稔
台
第
７
こ
ど
も
の
遊
び
場

常
盤
平
金
ヶ
作
公
園
（
常
盤
平
３
丁
目
）

小
金
原
公
逎
（
小
金
原
６
丁
目
）

一
千
世
紀
公
園
（
一
千
世
紀
が
丘
梨
元
町
）

中
和
倉
公
園

一
三
ヶ
丘
公
圜
（
三
ヶ
月
）

ひ
ぱ
り
公
園
（
小
金
原
９
丁
目
）

中
金
杉
公
園
（
中
金
杉
２
丁
目
）

小
金
公
園
（
小
金
き
よ
し
ヶ
丘
２
丁
目
）

新
松
戸
第
１
公
園
（
新
松
戸
１
丁
目
）

松
飛
台
会
館

六
実
ふ
れ
あ
い
公
園
（
五
香
六
実
）

北
丘
第
２
公
園
（
五
香
六
実
）

稔
台
公
澀

花
之
台
公
園
（
上
本
翹
）

市
役
所

古
ヶ
崎
４
丁
目
こ
ど
も
の
遊
び
場

ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
隣
広
場
（
小
金
原
１
丁
目
）

が
ぶ
と
公
園
（
牧
の
原
２
丁
目
）

八
ヶ
崎
子
安
神
社

干
駄
堀
集
会
所

常
盤
平
公
圜
（
常
盤
平
衛
生
処
理
場
わ
き
）

串
崎
公
園
（
串
崎
南
叨
）

（

柱
霊
園

旭
ヶ
丘
第
３
公
園
（
岩
瀬
）

南
部
小
学
校
（
小
山
）

中
矢
切
香
取
神
社
（
市
立
矢
切
小
学
校
前
）

新
萩
公
園
（
三
矢
小
台
５
丁
目
）

実
　
　
施
　
　
会
　
　
場

午
甼

時
雰

～
３
時
雰

午

前

１ ０

時

ふ

‥
時

５０

分

午

後

１

時

２０

分

～

１

時
5０

ｆ

午
収
‥
時
乱
‥
時
冐

午
前
９
時
雰

～
認

背

午
甼

陋
穿
ｙ
２
陋

午

前

１ １

時

２ ０

分

ふ

‥
時

５ ０

分

午
前
１０
時
回

柚

時
雰

午
甼

時
回

～
２
時

午
界

黠
マ

涎
冒

午
前
鯉
説
了
解

冒

午
？

鶚

マ

４
時

午
前
１０
時
冐

よ

彎

時
回

午
前
８
時
～
９
時
冒

午
半

時
穿

～
２
時
雰

午
呎
‥
時
ふ
‥
時
習

午
前
９
訖

で

１０
眄
穿

午
後
１
時
穿

～
２
時
雰

午
前
１１
陋
雰

～
品

冐

午
前
１０
熬

分
柚

慾

分

午
甼

訖

で

２
時
習

午
前
涎

穿

～
１１
時
雰

午
前
訪

穿

礼

昌

分

午
後
１
慾

分
Ａ

時
賈

午
鶚

訖

予

午
暼

時
１０
分

謡

８
時
雰

七

時

午
後
亠

習

～
晶

習

午
零

時
穿

～
１１
時
回

午
鶚

時
柚

時
習

午
後
１
時
穿

～
２
時
雰

午
聘

時
穿

～
温

雰

午

前

１ ０

時

１ ０

分

～

１ ０

時

４ ０

分

午
後
亠

習

～
亠

冐

午
前
句
時
貿

～
品

冒

午
前
９
時
背

柚

時

午
後
亠

背

～
２
時
雰

午
賢

覧

マ

１１
時
冒

午
前
９
時
貿

柚

時

時
　
　

間

すまし施実に日期延再はに合裾たつなに止中も日期延に日期延の記下は合場だつなに止中で雨

Ｊ

日

ｇ
り

Ｑ
り
ｎ
／』
／

困

ｒ
Ｄ 冫Ｒ

ｖ
Ｑｕク
』
／

㈲

ｒ
Ｄ ″

図

冖Ｄ Ｑ
り
月

附

ｒ
Ｄ ７ぷＱ

り
Ｒ
Ｖ
１／

図

Ｒ
ｙ

４１／

日

ｒ
Ｄ ２１／

應

ｒ
Ｄ １月

内

″ひ ０１／

團

ｒ
Ｄ

ｑ

｝
／

図

ｒ
Ｄ 延

期
日

″Ｄり／`
／

日

癶０
冖
／
』
２／

困

６ １ぷ６ ごＲ
》

ｎｏ刀

日

冖
０

ｆＤ月

附

（
Ｄ ４＼

g
癶ｎｙ ３爿

㈲

冖
０ １月

日

ｎｏ ｑ
｀
／

窗

卜ひ C
O
／

内

角０ ア／

團

冖
０

（
Ｄ／

㈲

癶０ 霆
習

あ
な
た
の
健
康
○

妊
娠
と
薬

妊
婦

が

薬
を
服

用
し

た
と

き
、
胎
児
へ
の
影
響
が
心
配
に

な
り
ま
す
。
し

か
し
今
で
は
、

胎
児
の

奇
形
に

関
す
る
研
究
は

か
な
り
進
歩
し

、
比
較
的
安
全

な
薬
が
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い

ま
す

。

薬
を
飲
ん
で
は

時
期

い

け

な

い

妊
娠
二
ヵ
月
初
め
か
ら
三
ヵ

月
末
ま
で
は
、
な
る
べ
く
薬
を

飲
ま
な
い
よ
う
に

す
る
こ

と
で

す
。
こ
の
時
期
は
器
官
形
成
期

と
呼
ぱ
れ
、
胎
児
の

さ
ま
ざ
ま

な
器
官
が
発
生
す
る
大
切
な
と

き
な
の
で
す
。

こ

の
時
期
に
妊
娠
し
た
こ

と

を
知
ら
ず
、
不
用
意
に

薬
を
飲

ん
で
し

ま
っ
て
も
一
応
心
配
な

い
こ

と
が
多
い
の
で

す
が
、
や

は
り
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
が

必
要
で

す
。

気
を
付
け
れ
ば

飲
ん
で
も
良
い
時
期

こ

の
器
官
形
成
期
前
の
妊
娠

一
ヵ
月
（
予
定
月
経
前
）
は
、

も
し
も
薬
の
影
響
が
強
い
と
流

産
し
て
し

ま
い
、
弱
い

と
影
響

を
受
け
に

く
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
奇

形
児
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

こ
と
に

受
精
後
一
週
間
ま
で

の
受
精
卵
は

、
卵
管
の

中
を
移

動
し
て
い
て
母
体
と
連
結
し
て

い

ま
せ
ん
の
で
、
同
様
に

奇
形

の

心
配
は
な
い
の
で
す
。

ま
た
手
足
な
ど
が
形
成
さ
れ

た
妊
娠
四
ヵ

月
以
降
も
、
形

態

上
で
は
ま
ず
安
全
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
実
際
に
は
機
能
異
常

な
ど
の
種
々
の
問
題
が
か
か
わ

っ
て
き
ま
す
の
で

、
妊
娠
・
授

乳
の
す
べ
て
の

時
期
に
わ
た
っ

て

、
医
師
の

指
示
な
し
で

薬
を

飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

よ
く
使
わ
れ
る
薬
の

安
全
性
は

風
邪
を
ひ
い
た
と
き
汎
用
さ

れ
る
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン

な

ど
の
解
熱
・
鎮
痛
剤
と
、
べ
二

シ
リ
ン
系
・
セ
フ
ェ
ム
系
の
抗

生
物
質
は
、
安
全
性
が
高
い
と

い

わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

解
熱
に
昔
か
ら
使
用
さ
れ
て
い

る
ア
ス
ピ
リ
ン
を
妊
娠
末
期
に

服
用
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
出

血
傾
向
が
現
れ
や

す
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
便
秘
し
が
ち
な
妊
婦
が

よ
く
使
用
す
る
便
秘
薬
は
比
較

的
安
全
で
す
が
、
種
類
に
よ
っ

て

は
流
産
や
早
産
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
の
で

、
で
き
る
だ
け

冷
た
い
水
か
牛
乳
、
あ
る
い
は

繊
維
食
な
ど
で

治
す
よ
う
に
心

掛
け
た
い
も
の
で

す
。

こ
の
ほ
か
ビ
タ
ミ
ン
剤
・
点

眼
薬
・
点
鼻
薬
・
軟
膏
・
局
所

麻
酔
剤
な
ど
は
、
通
常
の
使
用

量
な
ら

安
全
で
し

ょ
う

。
い
ず

れ
に
し
て
も
妊
婦
は
医
師
の
処

方
に
よ
っ
て
服
用
す
る
こ

と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

（

松
戸
市
医
師
会
）

開
示
の
請
求
か
ら
開
示
ま
で

受
付
窓
口
：
公

文
書
の
開
示

請

求
や
相
談
な
ど
は

、
市
役
所
別
館

一

階
の
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
す
る
「
公

文
書
公
開
コ

ー
ナ

ー
」
が
窓
口
に

な
り
ま
す
。



千
葉
県
議
会
議
員
選
挙

４
　
　
　
松
戸
市
の
選
挙
区
は
南
北
に
分
か
れ
ま
す

千
葉
県
議
会

議
員
選
挙

が
４

月
９
日

に
行
わ

れ
ま
す
。

今
回

か
ら

松
戸

市
の
選

挙
区

は
、
南
・
北

に
分
割

さ
れ
、

支
所
管
轄

に
よ
り
区
域

が
定

め
ら
れ
ま
し

た
（
左

表
）
。

南
選
挙
区
の

人
は
南
選

挙
区
の
候
補

者
に
、
北

選
挙
区

の

人
は
北
選

挙
区

の
候

補
者
に
投
票
し
て

く
だ

さ
い
。

松戸市南選挙区 （昌,）

不
在
者
投
票

日

時
・：
３

月
3
1日

窗
～
４

月
８

日
出
、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
５

時
会
場
・：
南
選
挙
区
の
人
は
市
役

―
ー
ー
″

内管所琴六・
　
内

内

管

管

所

所

支

支

部

一
平

東

盤
　
・

＝｝本

矢

．

ー

Ｅ

秋
　
　
　
　
　
　
　
　

山

岩
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬

大
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

金
　
　
　
　
ヶ
　
　
　
　
作

紙
　
　
　
　
　
　
　
　

敷

上
　
　
　
　
本
　
　
　
　

郷

上
　
　
　
　
矢
　
　
　
　
切

河
　
　
　
　
原
　
　
　
　
塚

北

松

戸

１

～

３

丁

目

串
　
　

畸
　
　

新
　
　

田

串
　
　

畸
　
　

南
　
　

叨

栗
　
　
　
　
　
　
　
　

山

古
　
　
　
　
ケ
　
　
　
　
崎

古

ヶ

畸

１

～

４

丁

目

小
　
　
　
　
根
　
　
　
　

本

小
　
　
　
　
　
　
　
　

山

胡
　
　
　
　
録
　
　
　
　

台

五

香

１

～

３

丁

目

五
　
　

香
　
　

六
　
　

実

栄

町

１

～

８

丁

目

栄

町

西

１

～

５

丁

目

下
　
　
　
　

矢
　
　
　
　

切

干
　
　
　
　
駄
　
　
　
　

堀

高
　
　

塚
　
　

新
　
　

田

田
　
　

中
　
　

新
　
　

田

高
　
　
　
　
　
　
　
　

柳

高
　
　

柳
　
　

新
　
　

田

竹
　
　
　
　
ヶ
　
　
　
　

花

竹
　

ヶ
　

花
　

西
　

町

常

盤

平

１

～

７

丁

目

常
　
盤
　
平
　
陣
　
屋
　
前

常
　
盤
　
平
　
西
　
窪
　
町

常
　
盤
　
平
　
双
　
葉
　
町

常
　
盤
　
平
　
松
　
葉
　
町

常
　

盤
　

平
　

柳
　

町

仲

井

町

１

～

３

丁

目

中
　
　
　
　
矢
　
　
　
　

切

一

十
世
紀
が
丘
柿
の
木
町

一
　
十

世

紀
が

丘

戸

山

町

一
　十

世

紀
が

丘

丸

山

町

一
　
十

世

紀
が

丘

中

松

町

一
　十

世

紀
が

丘

梨

元

町

一
　
十

世

紀

が

丘

萩

町

一

十
世
紀
が
丘
美
野
里
町

很
　
　
　
　
　
　
　
　

本

野
　
　
　
　

菊
　
　
　
　
野

初
　
　

富
　
　

飛
　
　

地

日
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

日

暮

１

～

７

丁

目

樋
　
　
　
　

野
　
　
　
　
口

本
　
　
　
　
　
　
　
　

町

牧
　
　
　
　

の
　
　
　
　
原

牧

の

原

１

～

２

丁

目

松
　
　
　
　
　
　
　
　

戸

松
　
　

戸
　
　

新
　
　

田

松
　
　
　
　

飛
　
　
　
　
台

緑

ヶ

丘

１

～

２

丁

目

稔
　
　
　
　
　
　
　
　

台

南
　
　
　
　

花
　
　
　
　
島

南

花

島

１

～

４

丁

目

南
　

花
　

島
　

中
　

町

南
　

花
　

島
　

向
　

町

』
一
矢

小

台
１

～
５

丁

目

六

実

１

～

７

丁

目

吉
　
　
　
　

井
　
　
　
　
町

六

高

台

Ｉ

Ｓ

９

丁

目

‘和
　
　

名
　
　

ヶ
　
　

谷

松戸市北選挙区
所
本
館
二
階
大
会
議
室
、
北
選
挙

区
の
人
は
馬

橋
支
所
二
階
会

議
室

ま
た
は
市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室

持
参
す
る
も
の
…
認
め
印
と
投

票
所
整
理
券
〔
３
月
2
7日

㈲
発
送
〕

鬩
市

選
挙

管
理

委
員

会
事
務

局

（
市

役
所
内
）

１“を
　
Ｆ

Ｘ一
内

内

管

管

隋

所

愆金

松

小

新

・
　

・
一

内

内

管

管

所

所

支

支

金

橋

小

馬

」

｀

旭

町

１

～

４

丁

目

大

金

平

Ｉ

Ｓ

５

丁

目

大
　
　
　
　

谷
　
　
　
　

口

大
　

谷
　

口
　

新
　

田

上
　
　
　
　

総
　
　
　
　

内

久
　
　

保
　
　

平
　
　

賀

栗
　
　
　
　

ヶ
　
　
　
　

沢

幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田

幸

田

Ｉ

Ｓ

５

丁

目

幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金

小
　

金
　

上
　

総
　

叨

小
金
き
よ
し
ヶ
丘
１
～
５
丁
目

小

金

清

志
町

１

～
３

丁

目

小

金

原

１

～

９

丁

目

七
　

右
　

衛
　

門
　

新
　
田

新
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作

新

松

戸

１

～

７

丁

目

新

松

戸

北

１

～

２

丁

目

新
　
　

松
　
　

戸
　
　

東

新

松

戸

南

１

～

３

丁

目

外
　
　
　
　

河
　
　
　
　

原

殿
　
　
　
　

平
　
　
　
　

賀

中
　
　
　
　

金
　
　
　
　

杉

中

金

杉

１

～

５

丁

目

中
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根

中
　

根
　

長
　

津
　

町

中
　
　
　
　

和
　
　
　
　

倉

西

馬

橋

１

～

５

丁

目

西
　

馬
　

橋
　

相
　

川
　

町

西
　

馬
　

橋
　

蔵
　

元
　

町

西
　

馬
　

橋
　

幸
　

町

西
　

馬
　

橋
　

広
　

手
　

町

很
　
　
　
　

木
　
　
　
　

内

八
　
　
　
　

ヶ
　
　
　
　

崎

八

ヶ

崎

１

～

４

丁

目

八
　

ヶ
　

畸
　

緑
　

町

平
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀

東
　
　
　
　

平
　
　
　
　

賀

ニ
　
　
　
　

ツ
　
　
　
　

木

ニ
　

ツ
　

木
　
一
一
　
葉
　

町

馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋

一
二
　
　
　
　

ヶ
　
　
　
　

月

主
　
　

水
　
　

新
　
　

田

横
　
　
　
　

須
　
　
　
　

賀

横

須

賀

１

～

２

丁

目

図書館小金分館が

4/4(火)拡張オープン
よ
り
親
し
ま
れ
る
図
書
館
に
な
り
ま
す

え
、
ヤ
ン
グ
コ

ー
ナ

ー
や
女
性
向

け
の
コ

ー
ナ

ー
、
紙
芝
居
の
貸
し

出
し
コ

ー
ナ

ー
、
ゆ
っ
た
り
と
読

書
を
楽
し
め
る
く
つ
ろ

ぎ
コ

ー
ナ

ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
目
的
室
「
あ
じ
さ
い

の
部
屋
」
を
、
幼
児
・
児
童
向
け

お
話
し

会
や
グ
ル

ー
プ
の
読
書
会
、

示

金
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
図
書

館
小
金
分
館
が
、
従
来
の
四

倍
の

面

積
の
約
二
百
六
十
六
平
方
气

蔵
書
数
約
二
万
三
千
冊
の
大
型
分

館
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

「
明
る
く
、
や
さ
し
く
、
ゆ
と

り
あ
る
図
書
館
」
を
テ
ー
マ
に
、

一
般
書
や
児
童
書
コ

ー
ナ
ー
に
加

目
の
不

自
由
な
人
の

た
め
の
対
面

朗
読
（
準
備
か
整
い

次
第
開
始
）

な
ど
に

開
放
し
ま
す
。

※
開
館
準
備
の
た
め
、
現
在
の
小

金
分
館
は
３

月
2
0日
㈲
か
ら
臨

時
休
館
し
ま
す
。

固
市
立
図
書
館
容
6
5－
5
1
1
5

番

各種相談　　　　　　　　 巡回年金相談　　 心配ごと・人権相談　　　　　　　 市民相談

相　談　名 日　　　時 会　　場 会　　場 日　　時 会　　場 日　　　･時 相談名 日　　　　時 会場 ４

月
の
相

談
案
内

商人よろず相談
問商工課振興係

５團

午前10時30分～
午後３時30分

市役所相談
コーナー

常盤平支所 ４(火)

午前

10
時
Ｓ
午
後
３
時

市役所相談
コーナー

第１～第４金

曜日

午前

10
時
Ｓ
午
後
３
時

法律相談

毎週火・木曜日と毎月第２・第４月曜
日午後１時～５時
毎月第ｑ月曜日午前９時～正午
(いずれも予約制)

市
役
所
相
談コ

｜
ナ
｜

小 金支 所 ７廁 馬橋支所 ○３(月)
19團
午前10時～午後４時

市役所相談
コーナー 六実支所 Ｏ４(火)

税務相談 14廊午後１時～５時小金原支所 11(火)

小金支所 ４(火)
労働相談
閲商工課労政係

毎月第１・第３月曜日
午後１時～５時

市役所相談
コーナー

馬 橋支 所 14刪 登記相談 21廁午後１時～４時30分常盤平支所 ５伽・O19(㈹

六 実支 所 18(火)消費生活苦情相談
固消費生活ｾﾝﾀｰ
S65 ―6565番

月～金曜日

午前９時～午後４時

消費生活セ

ンター

新松戸市民
センター

○ ５(水)・c19C 水)
行政相談 10(月)・24(月)午後１時～３時

新松戸支所 21啻 小金原市民
センター

６困･ c20困
住宅相談 毎週水曜日午前10時～午後４時女性就業相談

問商工課労政係

毎週水・金曜日

午前10時～午後４時

女性就業相

談室 矢 切支 所 25(火)
※○E[]は心配ごと相談のみ

※
人権相談は干葉地方法務局松戸

支局(063-6278 番)でも行って
・ 一一

交通事故・

市政一一 般

相談
毎日午前８時30分～午後５時

市霜
堕

東 部支 所 28廁※労働相談は柏労働基準監督署(O0471-63-0245 番）
？栽竏っア凵ま寸
｀ ‾IJ ‘ ｀゛゛ ’゙ 　　　　　　　　　　　　　　　　 ※上記以外 の日 は国民年 金課　 －ﾂ 弖鼠廴　－－－ 。－ 。

ｎﾑ9n 。。IF 無F 屁 器 皿 会 問市民相談室（金銭問題の相談も行います）

予算編成を終えて

平
成
７

年
度
の
予
算
案
は

、

３
月
２
日
か
ら
始
ま
っ
た

定
例

市
議
会
で

厳
正
な
審
査
を
い
た

だ
い
て
い

る
と
こ

ろ
で

す
。

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
予

算

編
成
で
し
た
が
、
こ

れ
に
先
立

ち
各
課
か
ら
の
事
業
説
明
を
精

力
的
に
聞
き
ま
し
た
。
聞
け
ば

聞
く
ほ
ど
あ
れ
も
こ

れ
も
と
思

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た

が
、

３月定例市議会に予算案を提出

歳

入
の

落
ち

込

み
で

財
政

状
況

は

厳
し

く

、
断

念

せ

ざ

る
を

得

な

い

事

業

も
多

く

、

苦
し

い

編

成

作

業
で

し

た

。

さ
て

新

年
度

予

算

は

、
一

般

会

計

の

予

算
総

頷

が

一

千
四

十

五

億

五
千

万

円

で

、

今

年

度
に

比
べ
二
十
三
億
三
千
万
円
、
率

に
し
て
二
・
二
％
の

減
額
予
算

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
和
名

ケ
谷
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
建

設
事
業
が
最
終
年
次
を
迎
え
、

建
設
費
が
大
幅
に

減
額
と
な
る

た
め
で
す

。

来
年
度
の
予
算
の
中
で
は
、

福
祉
と
り
わ
け
高
齢
社
会
を
意

識
し

た
街
づ
く
り
に
配
慮
し

ま

し

た
。
高
齢
社
会
を
迎
え
、
高

齢
者
や

障
害
者
が
暮
ら
し
や
す

い

街
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
か
ら
で
す

。

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
の
一

つ

と
し
て

、
各
公

共
施
設
に
エ

レ

ベ
ー
タ
ー
を
年
次
計
画
で

設

置
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。
市
長
室
直
通
フ
ァ
ク
ス

に
も
た
く
さ
ん
の
ご
要
望
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
必
要
性

を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
来
年

度
は
、
特
に

高
齢
者
の
利
用
の

多
い
北
山
会
館
に
設
置
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
戸

駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
調
査
費
も
計
上
し

ま
し
た
。

防
災
関
係
の
予
算
の
充
実
に

も
特
に
配
慮
し
ま
し
た
。予
算
編

成
の
最
終
段

階
で

阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
起
こ

り
、
そ
の
被
害

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
何
よ
り

も
ま
ず
安
全
な
街
づ
く
り
が
大

切
な
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

か
ら
で

す
。
公
共
建
物
の
耐
震

調
査
の
費
用
、
被
災
地
で
と
て

も
役
に
立
つ
た
と
い
う
救
助
用

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ

ー
プ
の
購
入

費
を
急
き
ょ
計
上
さ
せ
る
な
ど
、

災
害
に
強
い

街
づ
く
り
を
目

指

し
ま
し
た
。

今
進
ん
で
い
る
行
政
リ
ス
ト

ラ
と
の
か
ら
み
に
つ
い
て

は
、

市
民
会
議
の

最
終

答
申
が
今
月

末
の
予
定
で

、
こ
れ
を
受
け
て

具
体
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し

の

実
施
計
画
が
ま
と
ま
る
の

が

９
月
に
な
る
予
定
で
す
の
で

、

予
算
に
反
映
す
る
の
は
８
年
度

か
ら
に
な
り
ま
す

。

し
か
し
、
今
の
段
階
で

も
節

減

が
で

き

る
人

件

費
や

交
際

費
、
経
常
経
費
な
ど
に
つ
い
て

は
、
厳
し
く
査
定
し

た
つ
も
り

で
す
。
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
で
の
審
議
終
了

後
、
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は

、
十

分
配
慮
し

、
健
全
な
財
政

運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し

て
い

ま
す
。
市
政
に

対
し
て

感
じ
て
い
る
こ

と
や

建
設
的

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い

（
２
月
末
日
現
在
百
四
十

一
件
受
信
）
。

隰

（
6
6）
2
3
0
1

番

川井敏久
市長室・発



予
防
接
種
の
受
け
方
が
変
わ
り
ま
す

保護者の判断が
より重要に

昨
年
1
0月
の
法
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
予
防
接
種

の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
予
防
接
種
は
、
病
気
が
ま
ん
延
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
接
種
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
個
人
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
十

分
理
解
し
た
う
え
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
病
気
が
変
更
さ
れ
た
ほ

か
、
対
象
年
齢
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

残
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

容
6
6－
7
4
8
3

～
４

番

予防接種の内容をよ＜理解し、子どもの健康状態をみながら受けることになりました

求

め

ら

れ

る

保

護

者

の

理

解

と

判

断

病
気
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
病

気
や
治
療
方
針
に
つ
い
て

説
明
を

受
け
、
患
者
自
身
が
納
得
し
て
医

師
と
一
緒
に
治
療

を
進
め
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す

が
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

今
回
の
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
予
防
接
種
に
つ
い
て

十
分
な
理
解
を
し

た
う
え
で
医

師

の

診
察
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
保
護
者
が
予
防
接
種
を
受

け
る
か
と
う
か
を
判
断
す
る
よ

う

に
な
り
ま
し
た
。

最
近
、
国
内
で
は
伝
染
病
の
流

行
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
予
防
接
種
の
効

果
に
よ

る
部
分
が
大
き
い
た
め
で

、

予
防
接
種
の
重
要

性
や
有
効
性
が

変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
を
恐
ろ
し
い
病
気

か
ら
守
る
た
め
、
子
ど
も
の
体
質

や
体
調
を
よ
く
観
察
し
て
、
医

師

と
相
談
し
た
う
え
で
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

安

心

し

て

受

け

ら

れ

る

個

別

予

防

接

種

予
防
接
種
は
、
免
疫
を
つ
け
る

こ
と
に
よ

っ
て
病
気
に
か
か
り
に

く
く
す
る
効
果
的
な
方
法
で
す
が
、

子
ど
も
の
健
康
状
態
に
よ
り
、
ま

れ
に
副
反
応
が
生
じ
る
場
と
か
あ

り
ま
す
。

健
康
を
守
る
た
め
に

受
け
た
予

防
接
種
が
原
因
で

健
康
を
損
な
っ

て

し
ま
っ
て
は
、
予
防
接
種
を
受

ま
す
の
で
、
子

ど
も
の
ふ
だ
ん
の

健
康
状
態
を
よ

く
知

っ
て

い
る
保

護
者
が
同
伴
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し

ま
す

。

主

な
変
更
内

容
は

〈
幼
児

の
風

し

ん
が

追
加

に
〉

今
ま
で
は
女
子
中

学
生
の
み

を

対
象
に
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、

４

月
か
ら
は
男
女
と
も
対
象
に

な

る
う
え
に
、
生
後
十
二
ヵ
月
～
九

十
ヵ
月
の
幼
児
も
対
象
に

な
り
ま

す
。

〈
日

本

脳
炎

な
ど

が

個
別

接

種
に

変
更
〉

今
ま
で
の
Ｄ
Ｐ
Ｔ

、
麻
し
ん
に

加
え
て

、
７

年
度
か
ら
は
日
本
脳

炎
と
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
た
予

防
接
種
（
日
本
脳
炎
・
風
し
ん
・

Ｄ
Ｔ

二
期
）

が
個
別
接
種
に
な
り

ま
す
。
対
象
者
に
は
通
知
を
し
ま
す
が
、

対
象
年
齢
内
で
通
知
が
来
な
い
人

は
申
し
込
み

が
必
要
で

す
の
で
、

表
１
の
「
対
象
」
欄
を
よ
く

ご
覧

表 ４　　　　 予 防 接 種 の 申 込 方 法

「申し込 みを 必要とする人」は、 ハガ キでお申し込 み

く ださい。 直接、市役所 ・各支所 の健康相談室、保健

｀衛生課でも申し 込めます。

く
だ
さ
い

。

※
ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、

ポ
リ
オ
は
集
団
接
種
の

ま
ま
で

す
。
日

程
や
通
知
対
象
者
は
広

報
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
対

象
年

齢
の

拡
大

〉

病
気
な
ど
に
よ
り
対
象
年
齢
内

に
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

が
い
る
た
め

、
対
象
年
齢
が
九
十

ヵ
月
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

（
Ｂ
Ｃ
Ｇ

は
四
十
八
ヵ
月
）
。

表
Ｉ

を
よ

く
ご
覧
に
な
っ
て
、

予
防
接
種
の

種
類
、
対
象
年
齢
を

確
認
し
、
受
け
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
診
票
の
交
換

４
月
１
日

か
ら
、
予
防
接
種
を

受
け

る
場
合
に
は
「
予
診
票
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

「
問
診
票
」
岨

）は
３
月
末
日

ま

で
し
か
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
「
回

診
票
」
は
、
集
団
接

種
会
場
・
個

別
接
種
委
託
医

療
機
関
で
「
予
診

票
」
と
交
換
で

き
ま
す
。

坂

川

親

水

広

場

が

オ

ー

プ

ン

矢
切
地
区
坂
川
沿
い
に

整
備
を

進
め
て
い
た
坂
川
親
水
広
場
が
完

成
し
、
４
月
か
ら
一
般
閧
放
し
ま

道 路 の 不 法 使 用 は や め ま し よう

車道や歩道に商品や看板を並べて営業することは、

通行の妨げとなります。　　　　　　　　　 黷道路課

高
等
学
校

修
学

資
金
・
奨
学

金
の
申
請
を
受

け
付
け

ま
す

平
成
６
年
度
の
定
期
監
査
結

果
の

概
要
を
、
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

平
成
７
年
３
月
２
日

松
戸
市
監
査
委
員

加
藤
光
治

原
島
康
廣

並
木

幸
雄

記

○
監
査
の
対
象
＝

収
入
役
室
、
秘

け
る
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
こ
で

、
予
防
接
種
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

Ｏ
子
ど
も
の

健
康
状
態
が
良
好
な

時
に
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
る

Ｏ
子
ど
も
の
体
質
も
含
め
て
口
ご

ろ
の
様
子
を
よ
く
知
っ
て
い
る

か
か
り
つ
け
の
医
師
の
と
こ
ろ

で
接
種
を
受
け
る

個
別
予
防
接
種
が

進
め
ら
れ
る
こ

と
に

な
り
ま
し
た
。

予

防

接

種

を

受

け

る

と

き

に

は

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、

ま
ず
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で

、

〇
予
防
接
種
が
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か

〇
受
け
よ
う
と
す
る
予
防
接
種
が

ど
の
よ
う
な
病
気
の
予
防
に
効

果
が
あ
る
の
か

〇
ど
の
よ
う
な
副
反
応
が
あ
る
の

か
〇
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
を
す

れ
ば
よ
い
の
か

な
ど
を
理
解
す
る
よ
う
に
し

、
分

か
ら
な
い
こ
と
や
不

安
な
こ

と
が

あ
る
場
合
に
は
、
医

師
等
に

相
談

し
て

不
安
を
解
消
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

当
日

、
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
十
分

な
診
察
を
し
た
う
え
で

医
師
が
決

め
ま
す
が
、
医
師
の
判
断
情
報
と

し
て
〇
接
種
直
前
の
体
温

〇
子
ど
も
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

の
説
明

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
診
察
の

結
果
を
踏
ま
え

て

保
護
者
の
判
断
も
必
要
と
な
り

監
査
結
果
の
公
表

経
済
的
理
由
で

子
供
を
高
等
学

校
等
に
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難

な
保
護
者
に
、
修
学
資
金
・
奨
学

金
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）・
入

玉

＝
八
千

二
百
円
、
私

立
＝
一
万
五
千
円

資
格
こ・
①
経
済
的
理
由
で
児
童

を
高
等
学
校
等
に
就
学
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
保
護
者
②
保
護
者
が

引
き
続
き
一
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と

③
成
績
良
好
で
健

康
な
こ
と
④
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
等
（
高
等
学
校
・
高
等
専

門
・
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・

養
護

学
校
の
高
等
部
・
学
校
法
人
の

設

置
す
る
専
修
学
校
の
高
等
課
程
）

に
在
籍
し
て
い

る
こ
と
⑤
法
令
そ

の
ほ
か
に
よ
り
、
類
似
の
学
資
給

付
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

申
請
＝・
４

月
３
囗

㈲
～
2
8日

窗

呈

・
日
を
除
二

、
午
前
８

時
3
0

分
～
午
後
５
時
の
間
に
直
接
援
護

課
へ申
請
に
必
要
な
も
の
・・
①

認
め

印

②
修
学
資
金
・
奨
学
金
交
付
申

請
書
と
家
庭
状
況

調
書

③
成
績
証

明
書
④
推
薦
書
⑤
在
学
証
明
書
⑥

住
民
票
（
家
族
全
員
の
も
の

）
ま
た

は
、
外
国
人
登
録
済
証
明

書
⑦
平

成
６

年
分
の
源
泉
徴
収
票
と
最
新

の
給

与
明
細
書
〔
自
営
業
者
は
平

成
６

年
分
の
所
得
証
明
書
ま
た
は

確
定
申
告
書
の
写
し
〕
。
保
護
者
あ

る
い

は
そ
れ
に
凖

ず
る
人
の

収
入

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で

、
そ
の

収
入

が
分
か

る
書
類
⑧
振
込
指
定

金
融
機
関
の

通
帳
の
表
紙
コ

ピ
ー

※
現
在
受
給
し
て
い
る
大
も
再
度

串
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は

援
護
課
・
市
民
課
・
各
支
所
に

あ
り
ま
す
。

鵞
援
護
課
援
護
係



日本脳炎
表３

風しん
表２予防接種の種類・対象年齢・７年度の通知対象者表 １

今まで集団で接種を実施していましたが、年間

を通じて委託医療機関でｲ固別に接種を受けられる

ようになりました。

また、対象年齢（学年）も変わりました。

①幼児（基礎免疫）

対象年齢…生後36ヵ月～90ヵ月

接種方法…１期初回（２回）

１期追加（１回）

②生徒（追加免疫）

対象年齢…２期＝9 ～12歳 ０ 回）

（対象学年）　　（小学校４年生）

３期＝匐～巧歳（１回）

（中学校２年生）

申し込みを必要とする人

（申し込みは表４の申込方法で）

○対象年齢内で追加免疫の濟んでいない人

※フ年度に小学校３年生になる人口は、８年度に

通矢］します。

次の人には個別に通知をしますので、申し込みの

必要はありません

○平成３年４月２日～４年４月１日生まれの人

（１期初回・追加分＝３枚）

○平成２年４月２日～３年４月１日生まれの人

（１期追加分＝１枚）で、２月末日までに住民登

録を済ませた人には、４月上旬ご通知します。

※予防接種には保護者の判断が必要です。必ずご

同伴ください。

今まで中学校２年生の女子にのみ実施していま

したが、男女とも対象になりました。生後12ヵ月

～90ヵ月の間に、委託医療機関で年間を通じて接

種を受けられます。

なお、経過措置として、数年間は小・中学生も

対象となります。

①平成フ年４月１日に既に90ヵ月を過ぎている人

は、中学校２年生で実施します。

②平成フ年４月１日に生後24ヵ月～90ヵ 月の人は、

小学校1 ・2 年生で実施します。

申し込みを必要とする人 ’

（申し込みは表４の申込方法で）

Ｏ中学校３年生以上で15歳の人

Ｏ昭和62年10月２日～63年４月１日生まれで、風

しんまたはＭＭＲの予防接種をしていない人

※昭和62年10月２日生まれの人は、接種できる日

ガフ年４月１日のみとなりますので、ご注意く

ださい。

次の人には個別に通知をしますので、申し込みの

必要はありません

○平成５年４月２日～６年４月30日 生まれの人

○小学校1 年生

○中学校２年生

には５月上旬に、６年５月１日生まれ以降の人

にも順次通知をします。

※予防接種には保護者の判断が必要です。必ずご

同伴ください。

予防接種名 対　　　　象 実施会場

個

別

接

種

Ｄ　Ｐ　Ｔ

ｼﾞﾌﾃﾘｱ
百 日 せき

破傷風 混合

・生後３ヵ月～90ヵ月

・平成６年12月１日生まれ以降の
人には随時通知

・平成６年11月30日以前に生まれ
て予診票のない人は申し込み

市内委託医療機関

|委託医療機関
一覧表から選

%
れJ､7 ）

医療機関では
無料で予防接

種は受けられ

」

ません。

DT2 期
→ 二

・11～12歳（小学校６年生）
・昭和58年４月２日～59年４月１

日生まれの人には平成フ年５月
上旬に通知

麻　し　ん
(は し か)

・生後12力月～90ヵ月
・平成６年３月１日生まれ以降の
人には随時通知

・平成６年２月28日以前に生まれ

て予診票のない人は申し込み

風　し　ん ・詳細は表２を参照

日 本 脳炎

・生後36ヵ月～90ヵ月

・小学校４年生
・中学校２年生

・詳細は表３を参照

集

団

接

種

ツベルクリン反応

Ｂ　Ｏ　Ｇ

・生後３ヵ月～荀力月
・平成６年12月１日生まれ以降の

人には随時通知
・平成６年11月30日以前に生まれ

て予診票のない人は申し込み

保健センター
市民センター

など
（実施日は広報

に随時掲載　

）

ポ　リ　オ

・生後３ヵ月～90ヵ月

・平成６年12月１日生まれ以降の
人には随時通知

・平成６年11月30日以前に生まれ
て予診票のない人は申し込み

※○印の予防接種が受けられます。

※電話でお問い合わせのうえ、お出かけください。

地
区
名

医 療機関名 電話 番号

Ｄ

Ｐ

Ｔ

D T 麻

し

ん

風し ん
日 本
脳炎

医療機関名 電話番号

Ｄ

Ｐ

Ｔ

D  T 麻

し

ん

風しん 齟
医 療機関名 電 話番号

Ｄ

Ｐ

Ｔ

D T 麻

し

ん

風し ん 齠

幼

児

生

徒

幼

児

生

徒

幼

児

生

徒

幼

児

生

徒

幼

児

生

徒

幼

児

生

徒

幼

児

生

徒

幼

児

生

徒

幼

児

生

徒

本

庁

地

区

平　　 野　　 医　　 院 62-2322○ ○ ○ ○ 松戸 外 科内科クリニック 63-1572○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 青　　 木　　 内　　 科 図 一謁81 ○ ○ ○

由比皮膚 科泌尿器科医 院 65－0306 ○ ○ ○ 丸　　 山　　 医　　 院 63-7381○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 奥　　 隅　　 医　　 院 62-1825○ ○

中　 山　 小　 児　 科 62－2680○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一　　 誠　　 医　　 院 63-7141○ ○ ○ Ｏ ○ ○ 平 林 産 婦 人 科 医 院 63一8118○ ○

立　　 原　　 医　　 院 62-3718○ ○ 田　ｲ弋　外　 科　医　院 64-9976○ ○ ○ ○ 中　　 島　　 医　　 院 63－2489○ ○

コ スモ 松 戸 クリ ニ ッ ク 68-1513○ ○ ○ ○ ○ ○ 松 戸 ク リ ニ ッ ク 62－4148○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 内　　 藤　　 医　　 院 68 - 0345 ○ ○ ○ ○

森　　 田　　 医　　 院 62-3136○ ○ ○ 遠　　 藤　　 医　　 院 64 - 5443○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高　　 木　　 医　　 院 64-0979○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栗　 は　 ら　 医　 院 68 - 3332 ○ 国 井 小 児 科 医 院 62－5503○ ○ ○ Ｏ ○ ○

西　川　内　科　医　 院 68－0081○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 栗　　 原　　 医　　 院 62 －3105 Ｏ ○

笳

区･

皆　　 川　　 医　　 院 68－23∠11○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 成　　 宮　　 医　　 院 63 -8521○ ○ 高 塚 団 地 診 療 所 92-6751○ ○

村　田　内　 科　医　 院 62-4383○ ○ 小　関　内　 科　医　院 91一仰3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 梨 香 台 藤 井 医 院 91-3018○ ○ ○ ○ ○

六

実

常

盤･

平

地

区

六　 高　 台　 病　 院 85 - 2251 ○ ○ 久　 保　 田　 医　 院 8アー5454 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 羽　　 岡ヽ　　 医　　 院 86-8228○ ○

第　二　 椎　名　医　院 85 一竹Z5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 桜　　 丼　　 医　　 院 87-5459○ 後　　 藤　　 医　　 院 84 - 7471 ○ ○ ○ ○

古　　 幡　　 医　　 院 84－1200○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 池 亀 小 児 科 医 院 8卜7742 ○ ○ ○ 三　　 橋　　 医　　 院 87－5553○ ○

吉　　 田　　 医　　 院 87 - 5438 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 花　　 輪　　 医　　 院 88 - 0707○ ○ 稲 葉 内 科 小 児 科 医 院 87-2377○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

常 盤 平小 児 科 内 科 医 院 87-7220○ ○ 富　 田　 小　 児　 科 85 -3590○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 米　 沢　 医 ， 院 8アー5550 ○ ○

五 香 田 子 ク リ ニ ッ ク 8Z－5558○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 川 井 産 婦 人 科 医 院 86－5竹1 ○ ○ 北 丘 ク リ ニ ッ ク 87-1413○ ○ ○ ○ ○ Ｏ
塩 川 小 児 科 医 院 87 - 2756 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新　八　 柱　台　 病　院 8アー2501 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 牧 の 原 ク Ｕ ニ ツ ク 89-8311○ ○ ○ ○ ○ ○

常 盤 平 中 央 病 院 8Z －4121 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 足 立 中 央 ク リ ニ ッ ク 86 －0088 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 宇　　 野　　 医　　 院 86-4822 ○

草　光　内　科　医　 院 87-7405○ ○ ○ ○ ○ 市 川こ ど も ク リ ニ ッ ク 83-2312○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小

金
原

小

金

地
区

市　　 川　　 医　　 院 43－1260○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 小 金 原小 児 科内 科医 院 41 －2006 ○ ○ 岡　　 田　　 医　　 院 41 －0816 ○ ○

湯 原 産 婦 人 科 医 院 41 6185○ ○ ○ ○ ○ ○ よ な は 産 婦 人 科 医 院 41 -3555○ ○ 工　　 藤　　 医　　 院 42-3207○ ○ ○ ○ ○ ○

橋　本　内　科　医　 院 41-9474○ 北 原 整 形． 外 科 43 －1016 ○ ○ ○ 岩　　 本　　 医　　 院 42－1065○ ○ ○

小　 金　 原　 病　 院 41 －1131 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高　　 江　　 医　　 院 41-3286○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 伊　　 藤　　 医　　 院 41-1368○ ○ ○ ○ ○

三　　 浦　　 医　　 院 41 -0113○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 斉　　 藤　　 医　　 院 41 －0204 ○ ○ 菊　　 池　　 医　　 院 43 －4568 ○ ○ ○ ○ ○ ○

黒 澤 外 科 胃 腸 科 医 院 41 －200Z ○ ○ ○ ○ ○ 大　 久　 保　 医　 院 42－10Z6○ ○ ○ ○ ○ ○

新
松
戸

馬

橋
地
区

新 松 戸 中 央 病 院 茹 一竹竹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 熊　　 谷　　 内　　 科 45-3333○ ○ 恩　　 田　　 病　　 院 41づ265 ○

お の ク リ ニ ッ ク 41 －2011 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 大　 和　 田　 医　 院 45づ122 ○ ○ ○ ○ 市　　 場　　 医　　 院 42-1069○ ○ ○ Ｏ ○ ○

は や し も と お 小 児 科 44 －3690 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 丼　　 口　　 医　　 院 41 -2466 ○ ○ ○ 八　 ヶ　 畸　 医　 院 41－5m ○ ○ ○

平 敷 産 婦 人 科 医 院 45 - 8758 ○ ○ ○ ○ ○ 大　 谷　 口　 医　 院 41づ125 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 友　　 木　　 医　　 院 41 －3401 ○ ○ ○ ○ ○ ○

森 内 科 ク Ｕ ニ ツ ク 46づ818 ○ ○ ○ ○ Ｏ ゆ り の き ク リ ニ ッ ク 40－0231○ 守 岡 小 児 科 医 院 42づOZZ ○ ○ ○ Ｏ ○ ○ ○ ○

と ぐ い ず み 医 院 45－6000○ ○ ○ ○ ○ Ｏ 武　 丼　 小　 児　 科 44 - 6360 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長　 田　 小　 児　 科 45-1234○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 馬 橋 ワ リ ニ ツ ク 荀－5011○ ○ Ｏ ○ ○ ○ ○ ○

書

課

、
す

ぐ

や

る

課
、

選
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理

委
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会

事
務
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、
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聴
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、

総

務
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市
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事

務
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政
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、

市

民
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、
民

生

局
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、
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生
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保

健

衛
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、
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済
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業

委
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事
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局

、
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務
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、

企

画
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○

監

査

対
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事
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＝

配

当

予

算
の

執

行

状
況

、
委

託

料
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事

務

処
理

状

況
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財
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持

管
理

状

況
（
共

通
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、
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収
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証

紙

の
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納

保

管
状

況

、

有
価
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券
の

保
管
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収
入

役
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）
、
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望

事

項

の

受
理

と
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理

状
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す
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、
市
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セ
ン

タ

ー
の

利
用

状

況

、

財

政
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助
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係

る

事
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状
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地

域

振

興
課

）
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市
民
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の

状
況

と

市

政
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関

す

る
要

望

事

項
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処
理

状
況

（
市

民

相
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室
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、

広

報
活
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の

状
況

（

広

報

課

）
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受
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事
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処
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総

務
部

庶

務

課
）
、

諸

手
当

等
の

認

定
及

び

支

給

状
況

（
人

事

課
）

、
研

修
計

画
及

び
実

施

状
況

示

務

管
理

課

）
、
工

事
検

査

の

実

施
及

び

結

果
の

状
況

（
工

事

検
査

室
）

、

防
災

の

総

括
的

事
務

の

状

況
（
防

災

課
）
、

市

債
の

発

行

状
況

（
財

政

課

）
、
共

用

物
品

の

購
入

及

び
払

出
し

状
況
（
管

財
課

）
、

住
民

実

態

調

査
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況
（

市
民

課
・
各

支

所
）
、
公

金

の
取

扱
い

状

況
（
市
民

課
・
各

支

所
・
安

全

課

）

、
証

紙
の

受

払

い

状
況

、

国

民

健

康
保

険

給

付

金

の

取

扱
い

状
況

吊

民

課
・
各

支

所

）

、

交
通

安

全

施

設
整

備

事

業
の

実

施

状
況

、

財

政
的

援

助
に

係
る

事

務

処
理

状
況
（

安
全

課

）
、

文
化

会

館

等
の

利
用

状
況

（
市
民

会

館
・
各

支
所
・
文
化

会

館

）

、

各

種
手

当

等
の

給

付

・

貸

付
け

状

況

、

扶

助

費

の

支
出

状
況

、
委

託

事

業

の

実

施

状
況
（
な

が
い

き

課
・
福

祉

事
務

所
・
援
護

課
・
し

あ
わ

せ

課

）
、

日

常

生
活

用

具

の

貸

与
及

び

給
付

状
況
（
お
せ

わ

課

）
、

福
祉

施

設
の

管
理

運

営

状
況
（
な

が
い

き

課
・
し

あ
わ

せ

課
・
養
護

老
人

ホ

ー
ム
・
総

合

福

祉

会

館
）

、

国
民

年
金

印

紙

の
受
払
い
状
況
（
国
民
年
金
課
）
、

保
育
料
の
収
納
状
況

、
保
育
所
の

維
持
管
理
状
況
（
保
育
所
課
）
、
療

養
費
及

び
高
額
療
養
費
等
の
支
給

状
況

、
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納

状
況
（
国
民
健
康
保
険
課
）
、
こ
ど

も
の
遊
び
場
等
の
設
置
及

び
管
理

状
況

言

ど
も
課
）
、
各
種
検
診
事

業
の
実
施
状
況
（
健
康
管
理
課
）
、

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
等
の
利
用
状

況
（
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
・
保
健
衛

生
課
・
北
山
会
館
）
、
老
人
医
療
費

の
支
給
状
況
（
老
人
保
健
課
）
、
財

政
的
援
助
に
係
る
事
務
処
理
状
況

（
保
健
衛
生
課
）
、
各
種
補
助
金
の

交
付
状
況
（
商
工
課
・
農
政
課
）
、

中
小
企
業
融
資
預
託
金
及

び
融
資

の
状
況
（
商
工
課
）
、
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
・
苦
情
の
処
理
状
況

、

計
量
器
定
期
検
査
の
実
施
状
況
、

公
設
卸
売
市
場
の
管
理
運
営
状
況

（
消
費
生
活
課
）
、
各
種
防
除
事
業

の
実
施
状
況
、

農
業
振
興
資
金
の

融
資
状
況
（
農
政
課
）
、
市
税
の
賦

課
・
調
定
及

び
収
納
状
況
（
税
制
課

・
市
民
税
課
・
資
産
税
調
査

課
・
資

産
税
課
税
課
・
収
納
課
）
、
五
か
年

計
画
の
進
捗
及
び
策
定
状
況
（
企

画
課
）
、
将
来
の
交
通
計
画
の
状

況
（
交
通
計
画
課
）

○
監
査
の

期
間
＝
平
成
６

年
９
月

３
日
～
1
2月
2
7日

○
監
査
の
結
果
＝
監
査
の
結
果
は
、

お
お
む
ね
適
切
と
認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
次
の
事
項
に
つ
き
配
慮

さ
れ
た
い

。

〇
税
の
公
平
の
観
点
か
ら

適
正
な

課
税
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
努
力

さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。
（
市
民

税
課
・
資
産
税
課
税
課
）

〇
税
の
公
平
の
観
点
か
ら

適
正
な

課
税
客
体
の
把
握
及
び
評
価
に
つ

い
て

、
今
後
と
も
努
力
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。（
資
産
税
調
査
課
）

〇
収
納
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

鋭
意
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

料
す
る
が
、
今
後
も
よ
り
一
層
努

力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
　（
収

納
課
）

平成７年度個別接種医療機関一覧表



世
界
女
性
会
議
は
平
等
・
開
発
・

平
和
を
テ
ー
マ
に

、
男
女
平

等
社

会
の

実
現
を
目
指
し
て
世
界
中
の

人
々
が
話
し
合
う
場
で
す
。
こ
の

機
会
に
世
界
の
流
れ
を
考
え
る
学

習
会
を
開
催
し
ま
す

。

日　　 時 内　　 容 講　　 師

4/8 倒
午
後
２
時
Ｓ
４
時

世界女性会議とは

－その背景と意義

佐賀県女性セン

ター(フフバンセ)

館長･ 船橋邦子氏

5/6 山
ジェンダ ーの視点で見

る アジフフ諸国の問 題点

一橋大 学

講師･ 花見橋子氏

６／ ３(土)
開催地、中国の歴史と

現状を知る

中央 学院大学

教授･ 曽我徳興氏

会

場
勤

労
会

館
　

対
象

市
内
在

住
・
在
勤
の
人
（
北
京
大
会
へ
の

参
加
・
不
参
加
は
問
い
ま
せ

ん
）

定
員
三
十
入

寮
手
話
と

保
育
（
二

歳
以
上
）
の

用
意
が
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

惠
電
話
で
女
性
セ
ン

タ
ー
（
市
役

所
内
）
　へ

世

界

女

性

会

議

に

参

加

す

る

大

を

支

援

し

ま

す

こ

の
会
議
へ
の
参
加
費
用
の
一

部
を
負
担
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
満
三
十
歳
以

圭
（

十
五

歳
未
満
（
４
月
１
日
現

在
）
の
人

募
集
人
員
一
入

寮
支
援
を
受
け
る
大
は
、
上
記
の

学
習
会
と
帰
国
報
告
会
に

参
加

し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

惠
３
月
3
1日

窗
ま
で

に
、「
世
界
女

性
会
議
か
ら

松
戸
へ
・
私
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
レ

ポ
ー
ト

（
八
百
市
程
度
）
に
ま
と
め
、
直

接
女
性
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
）

へ

平

成

７

年

度

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

期

間

４

月

３

日

側

～
2
4
日

側

〔
土
・
日

曜
日

は

除
く

〕
、
午

前
８

時
3
0
分
～

午

後
５

時
　

会
揚

資

産

税

課

税

課

寮
縦

覧
で

き

る

人

は

、

納
税

義

務

者

お
よ

び

代

理

権

を

有
す

る

人

で

す

。
印

鑑

を

持

参
し

て

く

だ

さ
い

。

※

固

定

資

産

課
税

台

帳

の

登
録

事

項

に

不

服
の

あ
る

場

合
は

、
５

月
８

日

㈲

ま
で

、

固

定

資

産
評

価

審

査

委

員
会

に

審

査
の

申
し

出

を

す

る
こ

と

が

で

き

ま

す
。

固

資
産

税

課

税

課

第

二

十

四

回

野

鳥

の

写

真

コ

ン

ク

ー

ル

の

入

賞

者

が

決

定

〔
金

賞
〕
児

島

与
志

朗
　

〔
銀

賞
〕

本
田

守
男
　

〔
銅

賞
〕
門
田

幸

夫
・

庠
川

憲
司
　

〔
入

選

〕
小

島

康

史
・

萩

原

清
司
・
川

嶋

次

男
・
石

野

実
・

秋

山

好
三
・
篠
宮

利

夫
・
平

山

務
・

平

野

修

・
河

上

好
　
　
〔
ほ

の

ぼ
の

賞

〕

山

本
栄

治

・

岸
川

憲
司

・

鈴

木

克

政

・
鈴

木
正

司

・

滝
澤

一

三

一
敬
称

略

〕

※

入

賞

作
品

は

３

月
2
1
日

賜

～
2
6

日

㈲
の

間

、

パ

ー

ク
セ

ン

タ

ー

で

展
示

し

ま

す

。

固

纈

ま
つ

ど
街

と

水

辺
の

緑

化

基

金

昔
4
5
1
9
8
4
6

番

お

知

ら

せ

老

人

医

療

の

外

来

一

部

負

担

金

が

変

わ

り

ま

す

４
月
か
ら
平
成
８

年
３

月
ま
で

の

老
人
医
療
の

一
部
負
担
金
が
、

老
人

保
健
法
に
基
づ
き
次
の
よ
う

に
な
０
ま
す
。

外
来
一
ヵ

月
千
十
円

入
院
一
日
七
百
円
（
変
更
な
し
）

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で

市
長

の
認
定
を
受
け
た
人
に
つ
い
て

は
、
ニ
カ
月
を
限
度
に
入

院
一

日
三
百
円
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

鬩
老
人

保
健
課

危

険

物

取

扱

者

試

験

６

月
４
日
㈲
　

会
場
日
本
大
学

生
産
工

学
部
（
習
志
野
市
）
　
　種

類
・
受
験
料
甲
種
五
千
円

、
乙
種

三
千
四
百
円
、
丙
種
二
千
七
百
円

圃
４

月
４
日

次
～
７
日

窗
の

間

に
、
所
定
の
願
書
（
消
防
局
と
市

内
各
消
防
署
で
配
布
）
を
持
っ
て
、

市
消
防
局
内
松
戸
市
危
険
物
安
全

協
会
事
務
局
（

登
6
3－
1
1
1
1

内
線
2
0
7
番
）
へ

※
希
望
者
に
は
受
験
者
講
習
会
や

模
擬
試
験
を
行
い
ま
す
（
有
料
）

不

用

の

こ

い

の

ぼ
り

を

集

め

て

い
ま

す

坂
川
に
清
流
を
取
り
戻
す
会
で

は

、
５

月
５
日
癆
に
、
坂
川
に
こ

い

の

ぼ
り

を
飾
０

つ
け

る
た

め

に

、
不
用
に

な
っ
た
こ
い
の

ぼ
り

を
集
め
て
い

ま
す

。

固

秋
山
昔
6
2－
9
3
3
7

番

ワ

ー
プ

ロ

検

定

試

験

二

級
＝
５

月
2
0日
出
、
四

級
＝

５
月
9
1一日
㈲
　

会
場
松
戸
商
工
会

館
ま
た
は
そ
の
他
指
定
会
場
　
費

用
二

級
八
千
円
、
四
級
三
千
円

申
込
期
間
４

月
５
日
困
～
1
2日
困

鬩
松
戸
商
工
会
議
所
登
6
4－
3
1

1
1

番

文

化

ホ

ー

ル

の

ギ

ャ

ラ

リ

ー

を

貸
し

出

し

ま
す

受
付
日
４

月
１
日
出
午
前
1
0時

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　

貸
出
期
間
７

月
４

日

㈹
～
９

月
2
4
日

旧
の

分

持
ち
物
使
用
料
金
・
社
会
教
育
団

体
登
録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

間
文
化
ホ
ー
ル

容
6
7－
7
8
1
0

番

床下薬剤散布日程表〔４月分〕 Ｏ 　は午後に実施
日程 散　布　町　会　・　自　治　会
３(月) 岩瀬・松戸山下・（松戸３丁目西第１・第２・第３）
４(火) 松戸２丁目･松戸３丁目東第１･第２･第３･第４･本町･宮前町

5履 小山〈国道６号線西側〉

6困 小山〈国道６号線東側〉・小山台・角町・下横町
７廁 横須賀・横須賀２丁目・新松戸北１丁目・２丁目 べ新松戸東）
10(月) 新松戸１丁目・４丁目・５丁目・（新松戸３丁目）
11(火) 主水新田・小金下谷・旭町・七右工門新田 べ新松戸２丁目）

12團 南新松戸・ゆうかり
13附 新松戸６丁目・７丁目

14廊 馬橋寿第い 第２・第３・（馬橋みどり・新松戸南）
17(月) 馬橋中央・三村新田
恨 火）馬橋住吉・虹の街

19團 馬橋下宿・馬橋北・馬橋坂

20困 馬橋中宿・馬橋前田・馬橋西 べ馬橋上宿）

21廁 幸谷
24(月) 新作第１・第２・第３
25(火) 中和倉第１・第２・第３

26團 三ヶ月・龍房台

27困 八ヶ崎〈子安神社より東側〉

28啻 八ヶ崎〈子安神社より西側〉

児

童

扶

養

手

当

に

該

当

す

る

人

は

申

請

を

手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は

、
次

に

該
当
す
る
十
八
歳
の
誕
生
日
の

年
度
（
３
月
3
1日
ま
で

）
ま
で
の

間
の

児
童
（
障
害
児
は
二
十
歳
未

満
）
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た

は
養
育
者
で

す
。

印
父
母
が
離
婚
を
し
た
後
、
父

と
生
活
を
し
て
い
な
い
児
童
口
父

が
死
亡
し
た
児
童
㈲
父
が
重
度
の

障
害
（
国
民
年
金
の

障
害
等
級
一

級
程
度
）
に
あ
る
児
童
で
、
公

的

年
金
の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い

な

い
児
童
口
父
の
生
死

が
明
ら
か
で

な
い
児
童
嬾
父
か
ら
一
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童
㈹
父
が
法
令

に
よ
り
一

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童
㈲
未
婚
の
子
で
父
か
ら
認

知
さ
れ
て
い
な
い
児
童
田

捨
て
手

な
ど
で

生
ま
れ
た
と
き
の
事
情
が

講演会

問 生活環境課環境衛生 係

※雨天で中止の場合は 、全日 程終了後 に実施し ます。

不
明
で

あ
る
児
童

以
上
の

条
件
に
当
て
は
ま
っ
て

い
て
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

受
給
で

き
ま
せ
ん
。

①
対

象
児

童

が
母
の
配

偶

者

（
内
縁
関
係
等
を
含
む
）
に

養
育

さ
れ
て
い

る
②
対
象
児
童
や
手
当

を
受
け
よ
う
と
す
る
母
ま
た
は
養

育
者
が
、
公
的
年
金
（
老
齢
福
祉
年

金
を
除
く
）
を
受
け
ら
れ
る
場
合

ま
た
、
一
定
額
以
上
の

所
得
が

あ
る
場
合
で

も
請
求
で

き
ま
す
が
、

手
当
の
支
給
が
制
限
ま
た
は

停
止

さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
昭
和
6
0年
８
月
１
日
以

降
に
支

給
要
件
に

該
当
し
た
人
に
つ
い

て
は
、
該
当
し
た
日
か
ら
五
年

以
上
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当

な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

認
定
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

固
援
護
課
援
護
係

「
Ｅ
Ｍ

菌
に
よ

る

生

ご
み
リ
サ
イ

ク
ル

」

４
月
1
9日
團
午
後
６
時
3
0分
か

ら
　
会
場
森
の
ボ
ト
ル
2
1大
ホ
ー

ル
　
講
師
琉
球
大
学
教
授
・
比
嘉

照
夫
氏
（
Ｅ
Ｍ
菌
発
見
者
）
　定

員
先
着
千
九
百
五
十
五
人
　

費

用
無
料

東一
電
話
で
ご
み

を
減
ら
す
課
へ

講
座
・
講
演

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会４

月
４
日
～
2
5日
の

毎
週
火
曜

日
〔

全
四

回

、
午
後
６

時
3
0分

～
８
時
3
0分
　
会
場
矢
切
公
民
館

費
用
千
五
百
円

固

矢
切

フ

ォ

ー
ク

ダ
ン

ス

同
好

会
・
武
田

容
6
2－
8
7
1
6

番

図

書

館

市

民

講

座

「
指

揮

者

が
語

る

や

さ

し

い

ク

ラ

シ

ッ

ク

音

楽

入

門

」

３

月
2
4日

廊

午

後
３

時
3
0
分

～
５

時
3
0
分
　

会
場

市
民

会
館

内
容
指
揮
者
と
は
何
す
る
人
ぞ
？

講
師
新

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
合
奏
団

指
揮
者
・
早
川
正
昭
氏
　

定
員
八

十
人
　

費
用
無
料

圃
電

話
で
市
立
図
書
館
登
6
5－
5

1
1
5

番
へ

声
楽
公
開
レ
ッ
ス
ン
聴
講
者

募
集４
月
1
3
日

困
午

後
１

時
3
0分

～
４

時
　

会
場
青
少
年
会
館
　
内

容
東
京
芸
術
大
学
講
師
・

高
丈
二

氏
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
の
聴

講

宍

曲
）
　
　費
用
千
五
百
円

鬩
松
戸
声
楽
勉
強
会
・
五

味
a
4
3

1
9
3
5
5

番

フ

ラ

ワ

ー

デ

ザ

イ

ン
講

座

３
月
2
6日
収
午
前
1
0時
～
午
後

１

時
　

会

場
明

市
民
セ
ン

タ

ー

費
用
二
千
円

固
フ
ロ

ー
ラ
ル

ー
ア
ー
ト

花
の
友

の
会
・
阿
部
登
4
9－
0
0
0
8

番

ア

メ
リ

カ

ン

パ

ッ
チ

ワ

ー

ク

ギ

ル

ド

講

習

会

①
４
月
６
日
困

②
７
日
廊
、
各

午
前
９

時
～
正

午
　
会
場
①
小
金

原
市
民
セ
ン
タ
ー
②
常
盤
平
市
民

セ
ン

タ
ー
別
館
　

費
用
材
料
費
千

新婚さんこんにちは

11月8日は

大切な記念日です。

五

百

円

鬩
編

物

文
化

協
会

・

安

達
｛
一一
4
3
1

6
8
9
8

番

本

場

中

国
（

四

川

省

成

都

風

）

手

作

り

餃

子

講

習

会

３
月
3
1日

齏
午

後
１

時
～
４
時

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費

用
材
料
費
等
八
百
五
十
円

固
小
金
原
文
化
の
会
・
安
達
昔
4
3

－
6
8
9
8

番

陶

芸

入

門

講

座

５

月

１１
］
日

～
６

月
1
5
日

の

毎

週

木

曜

日

〔
全

六

回

、

午

前
1
0
時

～
正

午
　

会

場

矢

切
公

民

館
　

定

員

三

十
人
　

費

用

五
千

円

（
湯

の

み

二

個

、
小

皿

二

枚
分

の

材

料

費

を

含

む

）

圃
（

ガ

キ
で

、

松

戸

市

古
ヶ

畸

四

上

二
五
〇

七

上

一
陶

芸

木
曜

会

・

堺

光
子

（
｛
一一
6
5
j
1
8
0
8

番

｝

へ

初
め
て
の
ド
ラ
イ
ブ
で
山
梨
県
の
昇
仙

峡
に
行
き
ま
し
た
。
紅
葉
が
美
し
い
時
期

で
、
そ
の
中
で
の
手
作
り
弁
当
の
味
は
格

別
な
も
の
で
し
た
。
毎
年
こ
の
記
念
日
に

は
愛
車
で
思
い
出
の
昇
仙
峡
に
行
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
は
双
子
の
男
の
子
を
授
か
り

四
人
で
旅
行
を
す
る
こ
と
で
す
。

美徳さん斎藤新松戸

温子さん

※
こ
の
欄
に
登
場

し
て
く
だ
さ

る

カ
ッ
プ
ル
を
募

集
し
て

い
ま
す
。

醴
広
報
課

世

界

女

性

会

議
（

北

京

大

会

）
へ

の

ア

プ

ロ

ー
チ

情報チャンネルl
松戸新田駅付近の県道( 松戸・柏

線) 沿いに、庚申供養塔(右)と 青面

金剛(左) が並んで建っています。

(松戸新田・大野泰助氏提供)



ス
ポ
ー
ツ

六

高

台

な

ぎ

な

た

教

室

４
月
２
日
次

Ｊ
日
の
毎
週
日
曜

日
〔
全
五
回
〕、
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ

ー
体
育
室

対
象
小
学
生
以
上
　

定
員
先
着
二

十
人
　

費
用

保
険

料
小
人
四

百

円
、
大
人
千
三
百
円

固
３
月
2
7日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で

な
ぎ
な
た
連
盟
・
竹
山

登
8
4－
6

8
2
6

番
へ

松

戸

ユ

ー

カ

リ

ジ

ュ

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少
年

団

団

員

募

集毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
3
0分
か

ら
　

会
場

栗

ヶ
沢
公

園
庭

球
場

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円

）

対
象
小

学
三
年
生
以
上

惠
４

月
１
日
出
・
８
日
出
午
後
１

時
か
ら
栗
ヶ
沢
公

園
庭
球
場
で
受

け
付
け

膤
小
川
登
4
5－
9
1
4
5

番

市

民

春

休

み

短

期

ス

ケ

ー

ト

教

室３

月
2
5
日

出

～
2
8
日

㈹

、
午

前

８

時

受
け

付
け

、
1
0
時
3
0
分

ま

で

（
う

ち

一

時
間

自

由

滑

走

）
　
　
会

場

新

松

戸
ス

タ

ー
ラ
ン

ド
　

対

象

市

内

在

住

・

在
勤

の

人

（

小

学
生

以

上

）・
百

五
十

人
　

種

目
フ

ィ

ギ

ュ

ア

ス

ケ

ー

ト
　

費

用

五

千

円

（
指

導

料

・

貸
靴

代

・
ス

ポ

ー
ツ

保
険

料

、

前
日

ま

で
に

納
入

）

圃

電

話

か
フ

ァ

ク
ス
で

松

戸

市
ス

ケ

ー
ト

連

盟

事
務

局

（

新

松
戸

ス

タ

土

フ
ン

ド

内

）
昔
4
1－
2
1
2

1
番

・

鬻
4
6－
7
1
2
3

番
へ

ソ

フ
ト

テ
ニ
ス
大

会

大　会　名 期　日 時　　間 会場 種　　　目 対　　　象 費　用 申し込み

春季市民ソフ

トテニス大会
4 /16(日)

午前８時30分

受け付け

９時開始

栗ヶ

沢
公
園
庭
球
場

男女
Ａ･Ｂ･○･Ｄ

ランク別

(国際ルール)

市内在ｨ主・在

勤・在クラブ・

在学者

１チーム

2,000円

3 /31R

までに振
込用紙で

ソフトテニス

春季クラブ

対　　　　抗

4 /29呪
男女ランク別

(国際ルール)

市内のチーム

３組１チーム

として

１チーム

6,000円

４／７廁

までに振
込用紙で

小倉Q45-0899 番閲ソフトテニス連盟

ス

ポ

ー

ツ

教

室

教室名 期　　　　　　日 時　間 会　　場 対　象 費用

①ソフトバ
レーボー
ル教室

４／８～６／３の毎週土曜日

(全10回)

午後７時

～９時
運動公園体育館

中学生以

上40人

無

料

②インディ

フフカ教室

4 /11～5 /16 の毎週火曜日

（５／２を除く全５回）

午後Ｚ時

～９時

六実第三小学校体

育館
市民30人

③小学生低
学年健康体操教室

A  4/18～6/20 の毎週火曜（全10回）
B4/21 ～6/30 の毎週金曜日
（５／５を除く全10回）

午後４時

～５時30分

Ａ運動公園体育館

Ｂ青少年会館体育館
小学１～
３年生各
60人

④初心者弓

道教室

4/22 ～5 /28 の毎週土・日曜日

(4/23 ・ ５／６を除く全10回）

山午後鴨~3 時

８ 午前10時~正午
運動公園弓道場 20～45歳の市民30

人

兩
①
②
・：
３
月
2
2日
圉
か
ら

電
話

ま
た
は

直
接
ス

ポ
ー
ツ
課
（
運
動

公
園
内
）
登
6
3－
9
2
4
1

番
へ

③
④
・：
往
復
（

ガ
キ
（
３

月
3
1日

必
着
）
に
住
所
・
氏
名
・
フ
リ

ガ

ナ
・
年
齢
（
学
年
）
・
電
話
番
号
・

教
室
名
（
会
場
）
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
1
松
戸
市
上
本
郷
四
四

三
四
松

戸
運
動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

バ

ド
ミ

ン
ト

ン
春

季

大

会
（

ダ

ブ

ル

ス

）

４

月
1
6日
収
午
前
８
時
～
午
後

７

時
　

会
場

運
動
公

園

体
育
館

内
容
男
女
と
も
一
部
～
四
部
　

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
　

費

用
登
録
者
千
二
百
円

、
未
登
録
者

千
五
百
円

匣
４

月
３
日
㈲
ま
で
に
、
所
定
の

振
込
用
紙
ま
た
は
現
金
書
留
で

〒

2
7
0
松
戸
市
小
金
原
九
上

〒

匸
一

磯
野
照
磨
へ

問
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
・
長
谷
川

容
4
1－
7
9
2
5

番

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座

講

習

会
４

月

４
日

∴
１１
日

・
1
8

日

の

各

火

曜
日

、

午

後
７

時
～
９

時
　

会

場

常
盤

平

市

民
セ

ン

タ

ー

ハ

イ

キ
ン

グ
４

月
2
2
日

出

～
2
3
日

㈲

（
埼
玉

県
両

神

山

）
　

対

象

六

十

歳

以
下

の

市

民
　

定

員

先
着

五

十

人
　

費
用

一

万

八

千
円

（
受

講

費
・
交

通

費
・
宿

泊

費
・
保

険

料
等

）

惠
（

ガ

キ
に

住
所
・
氏

名
・
年

齢
・

電

話

番

号

を
記

入

し
て

、

〒
ｍ
Ｊ
松

戸

市

千

歇

堀
九

六

八
－

一
四

松

戸

山
の

今

千

木

良

満
里

子
（

昔
4
5－

4
1
8
5

番
・
午
後
.
6
時
以

降
）
へ

松

戸

市

民

劇

団

「
巨

人

の

帽

子

」
出

演

者

オ

ー

デ
ィ

シ

ョ

ン

４
月
１
日
出

午
後
７

時
　
会
場

劇
舎
（
し
は
い
や
・
八
柱
駅
そ
ば
）

※
男
性
に
隕
る

固
石
上
昔
8
9－
4
6
4
6

番

と
き

わ
平

少
年
少
女

合
唱
団

定
期
演
奏

会

３
月
3
0日
團
午
後
２
時
開
演

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1大
ホ
ー
ル

費
用
五
百
円

醴
加
藤
登
8
4
1
6
0
7
9番

惠 ※は21 世紀の森と広場内森の工芸館で当日 受け 付け、それ以外は電話でパづ センター

S45-8900 番（月曜休館） へ

松

戸

青

年

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

創

立

二

十

周

年

記

念

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

４

月
２

日

㈲
午

後
５

時
3
0
分

～
８

時
3
0分
　

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン

タ
ー
　
費
用
千
五
百
円

醴
長
谷
井
昔
4
2－
3
9
9
2

番

松

戸

北

子

ど

も

劇

場

低

学

年

例

会４

月
８

日

出
午

後
４

時
開
演

会
場
三
郷
市
文
化
会
館
　

内
容
劇

団
俳
優
館
「
ご
き
げ
ん
な

す
て
ご
」

費
用
三
千
五
百
円

鬩
松
戸
北
子
ど
も
劇
場
事
務
所
容

4
7
1
4
4
4（
り
番

世

界

平

和

都

市

宣

言

事

業

・

春

休
み

親
子
平
和

映
画

鑑
賞

会

３

月
3
0日
困
午
後
２

時
～
４

時

3
0分
　

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
ア

ニ
メ
「
し
ん
ち
ゃ
ん
の
さ
ん
り
ん

し

や
」「
ド
ナ
ル
ド
タ
ッ

ク
と
魔
法

使
い
」「
カ
ン
パ
と
七
匹
の
な
か
ま

冒
険
者
た
ち
」
　

費
用

無
料
　
定

員
当
日
先
着
三
百
人
（
事
前
の
申

し
込
み
は
不
要
）

固
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

不

動

産

鑑

定

士

に

よ

る

不

動

産

相

談

会

４

月
５
日
水
午
前
1
0時
～
午
後

４
時
　

会
場
東
葛
飾
支
庁
五
階
第

三
会
議
室
　
費
用
無
料

閔
千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
容

0
4
3

－
2
2
2
－
7
5
8
8

番

募
集
し
ま
す

市

立

病

院

パ

ー

ト

職

員

募

集

募
集
職
種
臨
床
検
査
技
師
一
名

勤
務
期
間
４
月
～
９

月
の

午
前
９

時
～
午
後
３
時
（
時
間
に
つ
い
て

は
相
談
に
応
じ
ま
す
）
　
選
考
方

法

面
接
（
随
時
）

固
市
立
訶
院
庶
務
課
人
事
係
昔
6
3

－
2
1
7
1

番

ボ ーイ ・ガール スウト募集

健康保険証

を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………容66 －0010番

平日 ・午後５時～翌朝午前９時

休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………容68-3756 番

衛生会館内・毎日午後８時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……登65－ヽ-3430番

衛生会館内・午後８時～11時

チ
ケ
ッ
ト
市
民
優
先
販
売

圃
３
月
2
8日
脚
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
公
演
名
・

希
望
席
・
枚
数
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0

松
戸
市
干
駄
堀
六
四
六
－

四
諾
松
戸
市
文
化
振
興
財
団
チ
ケ
ッ
ト

市
民
優
先
販
売
係
（
S
8
4
卜
2
2
2
1

番
）
へ

※
ハ

ガ
キ
が
到
着
次
第
、
確
認
の
電
話
を
し

ま
す
。

松
竹

大
歌

舞
伎

７
月
２
日
㈲
午
後
２
時
3
0分
開
演

会
場
　
森
の
ホ
ー
ル
2
1大
ホ
ー
ル

演
目
　
三
人
吉
三
巴
白
浪
・
傾
城
反
魂
香
ほ
か

出
演
　
市
川
團
十
郎
・
中
村
松
江
・
片
岡
芦
燕
ほ
か

入
場
料
　
Ｓ
席
4
5
0
0
円
・
Ａ
席
3
5
0
0
円
・
Ｂ
席
2
0
0
0
円

ミ
ュ

ー

ジ
カ
ル

「
大

草
原

の
小

さ
な
家

」

７
月
１６
日
㈲
午
後
０
時
3
0分
・
４
時
3
0分
開
演
の
二
回
公
演

会
場
　
森
の
ホ
ー
ル
2
1大
ホ
ー
ル

出
演
　
目
黒
祐
樹
・
沢
田
亜
矢
子
・
塩
沢
と
き
ほ
か

入
場
料
　
１
階
席
4
5
0
0

円
・
‘２
階
席
3
5
0
0
円
・

ボーイスカウト

(新１年生～新３年生の男子)

ガールスカウト

(新１年生～新６年生の女子)

団名 活動方面 連絡先 団名 活動方面 連絡先

松戸
第１団
牧の原・常
盤平

戸田
084-4183

干葉
第20団
松　　　戸

中村
1*64-5974

松戸
第２団
北　小　金 小川

≫44-3436
干葉
第24団
上　本　郷 米原

O67-9016

松戸
第４団
五香 六 実

中村

f187－6097

干葉
第26団
小　　　金 久保

O41 ―3600

松戸
第５団
松　　　戸 坂場

酋63－9362
干葉
第35団 常　盤　平

岡田
≪86-6159

松戸
第6 団
小　金　原 水野

O42-2015
干葉
第37団 稔　　　台

豊田
≪66―6836

松戸
第７団

(全地域)
障害児を対象

伊藤
公41－9500

干葉
第38団
五　　　香 平野

S64-8449

松戸
第８団
八　ヶ　崎 門真

a46-8175
千葉
第70団
新　松　戸 杉本

≪47―7777

松戸
第９団
矢切・
二十世紀が丘

町山
S62-5418

干葉
第85団

(全地域)
障害児を対象

伊藤
O41-9500

松戸
第10団
馬　橋　西 松井

S41-8688 固 松戸市スカウト連絡協議会

安井Q85-9143 番(夜 間)松戸
第11団
新　松　戸

四位
S45-1438

○

譲

り

ま

す

〔
家
具
〕
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド
三
千

円
・
二
千
円
◆
二
段
ベ
ッ
ド
無

料
◆
ベ
ッ

ド
二
千
円
◆
籐
製
ガ

ラ
ス
テ
ー
ブ
ル

二
千
円
◆
籐
製

テ

ー
ブ
ル
三
千
円
◆
ダ
イ
ニ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル
無
料
◆
机
無
料
◆

籐
製
つ
い
た
て

五
千
円
◆
本
箱

五
千
円
◆

ド
レ
ッ
サ
ー
無
料
◆

ダ
イ
ニ
ン

グ
セ
ッ
ト
五
千
円
◆

三
面
鏡
無
料
◆
ソ
フ

ァ
ー
二
千

円
◆
学
習
机

無
料

〔
電
気
製
品
〕
ワ

ー
プ
ロ
無
料

二
点
◆
冷
蔵
庫
五
千
円

・
無
料

◆
扇
風
機
無
料
◆
パ
ネ
ル
ヒ
ー

タ
ー
五
千
円
◆
ヒ
ー
タ
ー
ハ

千

円
・
無
料
◆

冷
風
機
千
円
◆
洗

濯
機
無
料
◆

食
器
乾
燥

機
二
千

円
◆
換
気
扇
千
円
◆
湯
沸
か
し

ポ
ッ
ト
無
料
◆

オ
ー
ブ
ン
ト

ー

ス
タ

ー
五
百
円
◆
布
団
乾
燥
機

三
千
五
百
円
◆

真
空
パ
ッ
ク
機

三
千
円
◆
掃
除
機
四
千
円
◆
電

話
交
換
機
八
千
円
◆
風
呂
用
湯

温
調
節
機
一
万
円
◆
（

ン
ド
ク

リ

ー
ナ
圭

二
千
円
◆
グ
リ
ル

パ

ン
二
千
円
◆
ス

タ
ン
ド
三
千
円

◆
留
守
番
電
話
四
千
円

・〔
子
供
用
品
〕
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

三
千
円
・
千
円

・
無
料
◆
ベ
ビ

ー
バ
ス
千
円
・
五
百
円
◆
チ

ャ

イ
ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト
四
千
円
◆

（

イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ
ア
ー
四

千
円
◆
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
無
料
◆

豆
い
す
二
百
円
◆
三
輪
車
百
円

◆
室
内
ぶ
ら
ん
こ
無
料

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
ピ

ア
ノ
無
料
◆
エ
レ
ク
ト
ー
ン
無

料
◆
ギ
タ
ー
無
料
◆
ス

キ
ー
ウ

ェ

ア

女
性
用
1
5
0竃
・
1
4
0惣
各

三
千
円
◆
ス
干
－
板
セ
ッ
ト
五

千
円
・
無
料
◆
ル

ー
ム
ラ
ン
ナ

ー
一
万

円
◆

ボ
ウ
リ
ン

グ
シ
ュ

ー
ズ
2
4・
５

惣
千
円
◆
一
輪
車

三
千
円

〔
日
用
雑
貨
〕
武
者
人
形
・
市

松
人
形
・
日

本
人
形
・
フ
ラ
ン
ス

人
形
各
無
料
◆
タ
オ
ル

三
十
枚

千
円
◆
（
都
）
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン

千
円
・
ガ
ス
湯

沸
か
し

器
一
万

円
・
ガ
ス
テ

ー
ブ
ル
二
千
円
◆

（
プ
）
ガ
ス
レ
ン
ジ
二
千
円
◆

圧
力
鍋
千
八
百
円
◆
ひ

な
卮
無

料
◆
双
眼
鏡
二
千
円
◆
水
櫛
縦

3
5×
横
6
0×

奥
3
0惣
三
千
円
◆

タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー
ン

ー
万

円
◆

釣

道
具
一
式
三
千
円
◆
石

油
ク
リ

ン
ヒ

ー
タ
ー
穴

あ
け
式
一
万
円

惠
３
月
2
5日
出

〔
当
日
消
印

有

効
〕
ま
で
に

、
（

ガ
キ
に
希
望

品
名
（
品
物
一
点
に
つ

き
一
人

一
枚
）
・
価
格
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
（
昼
間
お
勤
め
の
人

は
勤
務
先
の
電
話
番
号
）
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
－

八
京
葉
ガ
ス
Ｆ

松
戸
第
二

ビ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽
選

し
、
当
選

者
に
電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
３

月
2
3日

團
ま
で
に
、
電
話
で
串

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
一
人
三

点
ま
で
）
。
４
丹
2
0日

号
に
掲
載

し
ま
す
。
価
格
は
一
万
円
ま
で

で

、
衣
料
品
・
食
料
品

・
自
転

車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん

。

固
消
費
生
活
セ
ン

タ
１

一`
6
6
1

7
3
2
9

番

パ ークセン ター（21 世 紀 の森 と広場 ）催 し物

催

し

物

行 事 名 日　　　時 講　　　師 対　象 費用
こども手づくり教室豪

｢手づくりおもちゃを作ろう

一野菜でつぽうとわらの馬-｣

3 /30内・31廊

午後1 時30分～３時30分
小暮　八三氏

小３以上

(親子可)
先着30人

無料

みどりの教室「春と遊

ぼう－ネイチャーゲー
ム」

4 /  2 (日)

午後1 時30分～３時30分

干葉ネイチャーゲ
ームの会
水上　道子氏

どなたでも
先着30人

無料

園芸教室

｢春まき草花の育て
方｣

９(日)

午後1 時30分～３時

みどりの相談員
渡辺　重吉郎氏

どなたでも
先着20人

無料

園芸教室
｢鉢植花木の育て方｣

12團

午後1 時30分～３時

みどりの相談員

田口　峯男氏

どなたでも

先着20人
無料

森のクラフト教室
｢植物画を描く｣

15山 午前10時～正午

恨日）
午後１時3吩 ～３時3吩

ボタニカルアーテ
ィスト
佐マ木 啓子氏

どなたでも

先着24人
150円

こども自然体験

｢春をさがそう｣

22(土)

午後1 時30分～３時
自然解説員川端　祥子氏
首藤　美恵子氏

小１～小６

先着20人
無料

みどりの講習会
｢ひようたんのつく

り方｣

23(日)

午後1時30分～３時30分

松戸ひようたん村
吉田　武雄氏

どなたでも
先着40人

無料

リ
サ
イ
ク
ル
広
場あ

な
た
の
家
の
不
要
品
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

救急医療

体制



ヒメオドリコソウ

〔姫踊り子草〕

－ シソ科－

見ら れる場所 一 道端や畑など

花の時期

花の色

３月～５月

ピンク

卓
球
室
を
使
っ
て
、
定
期
的
に
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

設
備
も
整
っ
て
い
ま
す
し
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
広
い
公
園
の
中
に
あ
る
の
で
、
快

適
で
す
ね
。

歳
時
記

み
ど
り
の

友
達
に
囲
ま
れ
る
平
沢
君
（
中
央
）
。
後
列
左
端
は
担
任
の
川
村
先
生

。

市立幸谷小学校で、歩行が不自由な児童に友達が付き添

って一緒に登下校するという、友情の通学が続いています。

５年３組の平沢信也君は、昨年９月から 病気が原因で、

松葉づえを使って通学しています。初めは慣れない松葉づ

えに苦労をしていましたが、いつしか６人の友達が順番を

替わりながら、一緒に通学してく れるよう になりました。

平沢君が「みんなのおかげで楽しく通学できます」と言

えば、みんなは「当然さ」と、照れくさそうに笑顔を見せ

ていました。

担任の川村先生は「子どもたちが自ら 付き添いを買って

でたり、できないときは替わりを見つけたり、自発的な気

持ちがあるのが素晴らしいですね」と話しています。

国際ガイドコンテスト

長
　

真

司

さ
ん

英
語
教
師
と
し
て
の
勉
強
と
精

進
を
続
け
る
た
め
、
毎
年
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
い
ま

す
。今
回
は
、
ス
ピ
ー
チ
だ
け
で
な

く
、
表
現
の
仕
方
で
も
評
価
さ
れ

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
ま
し

た
。
入
賞
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で

す
。

高
校
の
英
語
の
先
生
が
入
賞

街の話題

身近な街の話題をお寄せください。

固広報課

スポーツを楽しめて、憩いの場にもなっている

総合的な運動公園です。

10万 平方メートルの敷地を持つ公園内には、「屋

外プール」「武道館（柔道場、剣道場等）」「野球場

（ナイター設備有り ）」「体育館（卓球室、弓道場、

トレーニング 室、小体育室）」「陸上競技場」「相撲

場」の ６つの施設があります。

各種大会やサークルの活動の場として、多く の

市民に利用さ れています。

●交　　　 通　 北松戸駅から新京成バス「県立松

戸高校」行きで 「運動公園」下車。新京成線松

戸新田駅から徒歩15 分

●利 用 料 金　 施設により異なりますので、お問

い合わせください。

●利 用 時 間　 屋内施設は午前９時～午後９時、

屋外施設は午前 ９時～午後５時 （野球場は午後

９時まで）

●休　 館　 日　 第 ４月曜日・年末年始

●問い合わせ　 スポーツ課 （運動公園内) SB3-

9P41 番

※「行ってみました・施設案内」は、今回をもって終了します。

茎は四角く、向かい合った辺から向かい合わ

せに葉を付け、90度ずつずれていくので上から

見ると、規則正しく四方向に葉を広げたように

見え、塔をイメージさせます。

葉の間からは唇形のピンクの花が飛び出しま

す。この花の形が、笠をかぶって踊る踊り子に

似ていて小さいので、この名前があります。

花びらの上側は広く突き出してフードを作

り、下側の中央部は二つに裂け、虫が止まる足

場になっています。

しばしば、春の畑で大群落を作り、踊り子の

パレードガ繰り広げられています。

生が、第２位にあたる優秀賞を受賞しました。

このコンテスト は、英語を使って日本の歴史や文化など

を説明･発表するもので、長先生は「カタカナ英語との闘い」

というテーマで発表しました。

今回の入賞には、先生のクラスの生徒たちも大喜び。コ

ンテスト 翌日、教室は先生の快挙を知った生徒たちの拍手

でいっぱいになりました。

長先生は、これからもいろいろな英語コンテスト に出場

していきたいと、意欲に燃えています。

行ってみました

施設案内

常盤平栗田

小金原松田

利造さん

キヌさん

市立
幸谷小

い
っ
し
ょ
に
登
校
し
よ
う
よ
！

松
葉
づ
え
の
友
に
付
き
添
い
通
学

２月旬日、宇都宮市で行われた第

５回国際ガイドコンテスト （（財）とち

ぎＹＭＯＡ主催）で、専修大学松戸

高校英語科教諭の長おさ）真司先
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